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洗賛に対するグルタールアルデヒド

溶液外用療法の効果
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＊

要約：２３例の流賛患者に対して２５％または20％グルタールアルデヒド

溶液の外用を行い良好な結果を得た。本療法は治療に８～１２週を要するが，手

技が簡単であり有効性が高いため有用な治療法と思われる。

I．はじめに

流賛には液体窒素凍結療法，電気焼灼法をは

じめとしてさまざまな治療が行われているが，

姪痛や手技が煩雑なことなどから新しい治療法

が望まれていた。London')は１０％グルタール

アルデヒド溶液を用いてよい成績を得たと報告

しているｏ本邦でも宿輪ら2)は20％グルタール

アルデヒド溶液（商品名ステリハイドＬ）を擁

賛に用いて液体窒素凍結療法に比してよい結果

を報告している。

今回われわれは25％グルタールアルデヒド

溶液またはステリハイドＬを流賛に用いて良好

な結果を得たので報告する。

Ⅲ、方法

１．使用薬剤

２５％ステリハイド溶液(和光純薬，試薬特

級）または丸石製薬株式会社製のステリハイド

Ｌ液を患部に１日１回綿棒で塗布し，乾燥する
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まで放置した。必要に応じて液体窒素凍結療法

やサリチル酸紳創青を併用した。乾固した鱗

屑，痴皮等はメスやピソセットを用いて切削し

た。

２ ．対 象

1989年４月から1991年６月までに旭川医科

大学皮層科外来および遠軽厚生病院皮層科外来

を受診した，洗賛と診断された患者を対象とし

た。前治療としてイポ冷凍凝固術をうけている

ものは，すべて１０週以上の治療歴を有する難

治例である。

３． １評 価

原則として３カ月以上観察できた症例を評価

の対象とした。ただし，３カ月以内に治癒した

症例は評価の対象に組承入れた。

IIL結果

結果は第１表のとおりであった。肉眼的に沈

賛が消失した症例は２３例中２２例であり，その

うち３例は再発した。洗賛が消失するまでの期

間は平均１０．７週であった。液体窒素凍結療法

抵抗性の難治例と治療歴のない未治療例との比

較では，治療抵抗例の沈賛消失までの平均治療

期間は13週であったのに対し，未治療群では

平均８．６週であった。捷賛の発症部位別に比較
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